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第一部【証券情報】

第１【募集要項】

１【新規発行株式】

種類 発行数 内容

普通株式 1,000,000株

完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における

標準となる株式であります。

なお、単元株式数は100株であります。

　（注）１．平成29年２月16日（木）開催の取締役会決議によります。

２．振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号

 

２【株式募集の方法及び条件】

（１）【募集の方法】

区分 発行数 発行価額の総額（円） 資本組入額の総額（円）

株主割当 － － －

その他の者に対する割当 1,000,000株 372,000,000 186,000,000

一般募集 － － －

計（総発行株式） 1,000,000株 372,000,000 186,000,000

　（注）１．本募集は、住友不動産株式会社（以下、「住友不動産」といいます。）を割当先として行う第三者割当の方

法によります。

２．発行価額の総額は会社法上の払込金額の総額であり、資本組入額の総額は、会社法上の増加する資本金の額

の総額であります。また、増加する資本準備金の総額は186,000,000円であります。

 

（２）【募集の条件】

発行価格
（円）

資本組入額
（円）

申込株数単位 申込期間
申込証拠金
（円）

払込期日

372 186 100株 平成29年３月６日（月） － 平成29年３月６日（月）

　（注）１．第三者割当の方法により行うものとし、一般募集は行いません。

２．発行価格は会社法上の払込金額であり、資本組入額は会社法上の増加する資本金の額であります。

３．払込期日までに、割当予定先との間で総数引受契約を締結しない場合は、本第三者割当増資は行われないこ

ととなります。

４．申込みの方法は、当社と割当予定先との間で総数引受契約を締結し、払込期日に後記払込取扱場所へ発行価

額の総額を払い込むものとします。

 

（３）【申込取扱場所】

店名 所在地

三谷産業株式会社　コーポレート本部
東京都千代田区神田神保町二丁目36番地１

住友不動産千代田ファーストウイング４階

 

（４）【払込取扱場所】

店名 所在地

株式会社北陸銀行　金沢支店 石川県金沢市南町五番二八号

 

３【株式の引受け】

　該当事項はありません。
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４【新規発行による手取金の使途】

（１）【新規発行による手取金の額】

払込金額の総額（円） 発行諸費用の概算額（円） 差引手取概算額（円）

372,000,000 1,992,000 370,008,000

　（注）１．発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。

２．発行諸費用の内訳は、以下のとおりであります。

登記費用　　　1,352,000円

その他費用　　　640,000円

 

（２）【手取金の使途】

具体的な資金使途 金額（百万円） 支出予定時期

短期借入金の返済 370 平成29年３月31日（金）

　（注）１．当社グループは、化学品関連事業、樹脂・エレクトロニクス関連事業、情報システム関連事業、空調設備工

事関連事業、住宅設備機器関連事業およびエネルギー関連事業の６つの事業を展開している商社でありま

す。「お客様にとっての最善」を念頭に、単に商社機能にとどまることなく、お客様のニーズに合わせて保

有する技術・ノウハウを駆使した付加価値の高い製品・商品・サービスを提供し、継続的な利益の創出に取

り組んでおります。

そのために、ここ数年は、当社グループの６つの事業と隣接した事業領域への投資を積極的に実行してお

り、平成24年３月期以降において累計100億円超の設備投資を実行してまいりました。また、事業規模の拡

大により必要な運転資金も年々増加してまいりました。一方で、これらの投資に係る資金ならびに事業規模

の拡大に伴う増加運転資金は主に主要取引銀行からの借り入れにより調達してきたため、平成28年12月末時

点で借入金残高は121億79百万円（短期借入金111億77百万円、長期借入金10億２百万円）まで拡大しており

ます。

当社グループの中長期的な成長を見据えた既存事業の拡大ならびに新規事業への進出に向けた隣接した事業

領域への投資を今後も積極的かつ機動的に実行していくために、今回の調達資金を借入金の返済に充当する

ことにより、金融機関からの調達余力を拡大していくことが必要であると判断いたしました。なお、借入金

残高の大半を占める短期借入金は、運転資金の調達を目的とした主要取引銀行からの借り入れであり、毎月

末に既存の運転資金目的の短期借入を一旦返済し、増加運転資金を含めた必要額を１ヶ月サイトで再度調達

し、以後それを毎月繰り返す方法を採用しております。今回調達する資金については、払込完了予定月の末

日に短期借入金の返済として全額充当する予定であります。

次に、今回の資金調達を第三者割当増資によることとした経緯については、財務の安定性をさらに高めるべ

く自己資本の充実を図ることを念頭に検討を開始いたしました。当初公募増資も検討いたしましたが、調達

資金の規模と引受手数料等のコストとのバランスを考慮し適当ではないとの結論に至りました。また、株主

割当増資やライツ・オファリングについても検討いたしましたが、既存株主の参加率が不透明であるうえ

に、必要額の調達が実現できるかどうかも不透明であることから適当ではないとの結論に至りました。その

結果、現時点では、需給バランスを崩すことなく自己資本の充実を図ることができる、当社グループの取引

先を対象とした第三者割当増資が最善の選択肢であると判断いたしました。

２．支出予定時期までの資金管理につきましては、当社の銀行口座にて管理する予定であります。

 

第２【売出要項】
　該当事項はありません。
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第３【第三者割当の場合の特記事項】

１【割当予定先の状況】

ａ．割当予定

先の概要

名称 住友不動産株式会社

本店の所在地 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号

直近の有価証券報告書等の提

出日

有価証券報告書

第83期（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

平成28年６月30日　関東財務局長に提出

四半期報告書

第84期第３四半期（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）

平成29年２月13日　関東財務局長に提出

ｂ．提出者と

割当予定

先との間

の関係

出資関係

当社が保有してい

る割当予定先の株

式の数

494,000株

割当予定先が保有

している当社の株

式の数

1,000,000株

人事関係 該当事項はありません。

資金関係 該当事項はありません。

技術または取引等の関係

当社空調首都圏事業部及び当社子会社株式会社インフィルとの間におい

て、空調・給排水衛生設備工事の設計施工や住宅設備機器の販売・設計

施工の取引関係があります。

　（注）　上記は本届出書提出日現在におけるものであります。

 

ｃ．割当予定先の選定理由

　割当予定先である住友不動産とは、当社空調首都圏事業部および当社子会社インフィルが、長年、首都圏におい

て、大手ゼネコン等から下請けとして受注した、住友不動産が施主である新築オフィスビル・マンションの空調・

給排水衛生設備工事の設計施工、住宅設備機器の販売・設計施工を通じて関係を構築してまいりました。また、当

社は、住友不動産との互恵関係構築を目的として、平成９年より、首都圏において住友不動産のオフィスビルに入

居するとともに、平成13年に住友不動産の株式を購入し、それ以降随時買い増しを進めてまいりました。さらに、

平成26年には当社による第三者割当増資にて、住友不動産に当社株式を引き受けていただいております。

　また、ここ数年は、上記の新築案件に加え、施主・ディベロッパーから当社が直接受注し、当社の強みである提

案力・設計力・調達力・施工力を発揮することで利益率の向上を図ることができるオフィスビルの空調設備を中心

としたリニューアル工事案件への取り組みにより、住友不動産からの受注も増加しており、前回の第三者割当増資

以降においても堅調に推移しております。また、首都圏では、企業業績の回復・拡大や公共投資の増加に加え、東

京オリンピックに向けた建設需要の増加ならびに建物価値の向上および事業継続計画への対応を目的としたリ

ニューアル需要の拡大も想定されるため、これまで以上に住友不動産との強固なパートナー関係を構築することに

より、当社グループの中長期的な業績拡大ならびに株主価値の向上につながるものと判断いたしました。

　このような経緯から、住友不動産を割当予定先とする第三者割当増資について当社より申し入れを行い、住友不

動産と交渉した結果、長年の取引関係を背景として、本第三者割当増資の目的、背景、メリット等に対して深い理

解を頂戴し、出資への賛同をいただきました。なお、今回の調達資金の額については、前回引き受けていただいた

際の発行新株式数、調達資金の額や直近における当社の株価水準をもとに交渉を進めた結果、100万株引き受けの

了解を得ることができたことから、最終的に３億72百万円となったものであります。

 

ｄ．割り当てようとする株式の数

当社普通株式　　1,000,000株

 

ｅ．株券等の保有方針

　当社は、住友不動産が長期的に当社株式を保有する意向であることを確認しております。

　なお、当社は、住友不動産から、割当後２年間において当該株式の全部または一部を譲渡した場合には、直ちに

譲渡を受けた者の商号または氏名及び住所、譲渡株式数、譲渡日、譲渡価額、譲渡の理由、譲渡の方法その他株式

会社東京証券取引所（以下、「東京証券取引所」といいます。）及び株式会社名古屋証券取引所（以下、「名古屋

証券取引所」といいます。）が必要と認める事項を当社に書面にて報告すること、当社が当該報告内容を東京証券

取引所及び名古屋証券取引所に報告すること、ならびに当該報告内容が公衆縦覧に供されることに同意する旨の確

約書を当該株式の払込期日までに取得する予定であります。
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ｆ．払込みに要する資金等の状況

　当社は、住友不動産の第83期有価証券報告書（平成28年６月30日）及び第84期第３四半期報告書（平成29年２月

13日）に記載されている売上高、総資産、純資産、現金及び預金等の状況を確認した結果、住友不動産が本第三者

割当増資の払込みに必要かつ十分な現預金を保有しているものと判断しております。

 

ｇ．割当予定先の実態

　当社は、住友不動産が東京証券取引所市場第一部に上場していること、住友不動産が同取引所に提出した平成28

年７月７日付「コーポレート・ガバナンス報告書」のうち「内部統制システム等に関する事項」において公表され

ている反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況の内容の記載ならびに当社法務部における調査

結果から、住友不動産及び住友不動産役員または主要株主が、暴力若しくは威力を用い、または詐欺その他犯罪行

為を行うことにより経済的利益を享受しようとする個人、法人その他の団体（以下、「特定団体等」といいま

す。）ではなく、特定団体等とは一切関係していないと判断しております。

 

２【株券等の譲渡制限】

　該当事項はありません。

 

３【発行条件に関する事項】

(1）発行価額の算定根拠及びその具体的内容

　本第三者割当増資の発行価額につきましては、本第三者割当に関する取締役会決議日の直前営業日（平成29年２

月15日）に東京証券取引所が公表した当社株式の終値（以下、「終値」といいます。）である１株384円に対して

ディスカウント率3.13％である１株372円といたしました。

　取締役会決議日の直前営業日の終値を基準とした理由につきましては、

①　当社は、平成29年１月25日に平成29年３月期第３四半期決算短信を公表しており、直前営業日の終値が現在の

当社の企業価値を最も適正に反映していると考えていること

②　日本証券業協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」によれば、第三者割当により株式の発行を行う場

合には、その発行価額は、原則として、株式の発行に係る取締役会決議の直前営業日の価額を基準として決定す

ることとされていること

から本第三者割当に関する取締役会決議日の直前営業日の終値を基準とすることが適当であると判断したためであ

ります。

　また、ディスカウント率につきましては、上記「第１　募集要項　４　新規発行による手取金の使途　(2）手取

金の使途」および「第３　第三者割当の場合の特記事項　１　割当予定先の状況　ｃ．割当予定先の選定理由」に

記載いたしましたとおり、金融機関からの調達余力を拡大するとともに、これまで以上に住友不動産との強固な

パートナー関係を構築することは、当社グループの中長期的な業績拡大に寄与し、既存株主の皆様の利益拡大にも

つながるものと判断しているものの、住友不動産は長期的に当社株式を保有する意向であることから、当社を取り

巻く事業環境の変化や株式市場全体の下落等に伴う当社株式の株価下落リスクを勘案し、住友不動産からのディス

カウント発行の要望も踏まえて十分に協議したうえで総合的に判断して決定したものであります。したがって、割

当予定先にとって特に有利な価額ではないと判断しております。

　当該発行価額は、本第三者割当増資に係る取締役会決議日の直前営業日から１ヶ月遡った期間（平成29年１月16

日から平成29年２月15日まで）の終値の平均株価１株373円（小数点以下切捨て。以下同じ）に対して0.27％の

ディスカウント、同営業日から３ヶ月遡った期間（平成28年11月16日から平成29年２月15日まで）の終値の平均株

価１株356円に対して4.49％のプレミアム、同営業日から６ヶ月遡った期間（平成28年８月16日から平成29年２月

15日まで）の終値の平均株価１株338円に対して10.06％のプレミアムとなっており、日本証券業協会の「第三者割

当増資の取扱いに関する指針」に準拠しております。

　なお、当社監査役５名（うち３名は社外監査役）のうち上記取締役会に出席した監査役５名全員も、発行価額

は、上記のとおり合理的な判断に基づいて決定されており、また、日本証券業協会の「第三者割当増資の取扱いに

関する指針」に抵触するものではないことから、本第三者割当の発行価額は、割当予定先にとって特に有利な価額

ではなく適法であるものと判断しております。

 

(2）発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠

　本第三者割当により新規に発行する株式数は1,000,000株（議決権数10,000個）であり、本第三者割当増資前の

当社の発行済株式総数56,176,000株に対する割合が1.78％、平成28年９月30日時点の当社の総議決権数559,622個

に対する割合が1.79％であり、当社株式に一定程度の希薄化が生じることとなります。

　しかしながら、上記「第１　募集要項　４　新規発行による手取金の使途　(2）手取金の使途」および「第３　

第三者割当の場合の特記事項　１　割当予定先の状況　ｃ．割当予定先の選定理由」に記載いたしましたとおり、

本第三者割当増資により、金融機関からの調達余力を拡大するとともに、これまで以上に住友不動産との強固な
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パートナー関係を構築することは、当社グループの中長期的な業績拡大に寄与し、既存株主の皆様の利益拡大につ

ながるものと判断しております。したがって、本第三者割当に係る株式の発行数量及び希薄化の規模は合理的であ

ると判断しております。

 

４【大規模な第三者割当に関する事項】

　該当事項はありません。

 

５【第三者割当後の大株主の状況】

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

総議決権数
に対する所
有議決権数
の割合

割当後の所
有株式数
（株）

割当後の総
議決権数に
対する所有
議決権数の
割合

三谷　充 石川県金沢市 11,156,400 19.94％ 11,156,000 19.59％

三谷株式会社
東京都千代田区西神田三丁目８

番地１号
5,980,000 10.69％ 5,980,000 10.50％

公益財団法人三谷育英会 石川県金沢市玉川町１番５号 4,702,000 8.40％ 4,702,000 8.25％

三谷　美智子 石川県金沢市 2,505,000 4.48％ 2,505,000 4.40％

有限会社北都代行社 石川県金沢市昭和町16番１号 2,166,120 3.87％ 2,166,120 3.80％

株式会社三谷サービスエンジン
石川県野々市市御経塚三丁目47

番地
2,007,000 3.59％ 2,007,000 3.52％

公益財団法人三谷研究開発支援

財団
石川県金沢市玉川町１番５号 2,000,000 3.57％ 2,000,000 3.51％

株式会社北陸銀行
富山県富山市堤町通り一丁目２

番26号
1,169,400 2.09％ 1,169,400 2.05％

株式会社北國銀行 石川県金沢市下堤町１番地 1,169,400 2.09％ 1,169,400 2.05％

住友不動産株式会社
東京都新宿区西新宿二丁目４番

１号
1,000,000 1.79％ 2,000,000 3.51％

計 － 33,855,320 60.50％ 34,855,320 61.19％

　（注）１．平成28年９月30日時点の株主名簿に基づき記載をしております。

２．総議決権数に対する所有議決権数の割合は小数点以下第３位を四捨五入しております。

３．今回の割当予定先以外の株主（新株式発行前からの株主）の議決権数に対する所有議決権数の割合について

は、平成28年９月30日より保有株式数に変更がないとの前提で計算したものであります。

 

６【大規模な第三者割当の必要性】

　該当事項はありません。

 

７【株式併合等の予定の有無及び内容】

　該当事項はありません。

 

８【その他参考になる事項】

　該当事項はありません。

 

第４【その他の記載事項】
　該当事項はありません。
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第二部【公開買付けに関する情報】

第１【公開買付けの概要】
　該当事項はありません。

 

第２【統合財務情報】
　該当事項はありません。

 

第３【発行者（その関連者）と対象者との重要な契約】
　該当事項はありません。

 

第三部【追完情報】

１．事業等のリスクについて

　「第四部　組込情報」に記載の第91期有価証券報告書、第92期第３四半期報告書（以下「有価証券報告書等」とい

います。）に記載された「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書等の提出以降、本有価証券届出書提出日

（平成29年２月16日）までの間に生じた変更はありません。

　また、当該有価証券報告書等に記載されている将来に関する事項は、本有価証券届出書提出日（平成29年２月16

日）現在においても変更の必要はないものと判断しております。

 

２．臨時報告書の提出について

　「第四部　組込情報」に掲げた第91期有価証券報告書の提出日以降、本有価証券届出書提出日（平成29年２月16

日）までの間において、以下の臨時報告書を平成28年６月17日に北陸財務局長に提出しております。

　その内容は以下のとおりであります。

１　提出理由

　平成28年６月16日開催の当社第91期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第

24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本報告書を提出

するものであります。

 

２　報告内容

(1）当該株主総会が開催された年月日

平成28年６月16日

 

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　取締役13名選任の件

取締役として、三谷充、饗庭達也、阿戸雅之、西野誠治、三谷忠照、森浩一、梶谷忠博、澤滋、

中川景介、干場克英、花田光世、徳田英幸および長澤裕子の13名を選任する。

 

第２号議案　監査役１名選任の件

監査役として、髙多倫正の１名を選任する。

 

第３号議案　監査役の報酬額改定の件

監査役の報酬額を年額80百万円（役員賞与含む）以内に改定する。

 

第４号議案　故取締役道上和彦氏に対し弔慰金贈呈の件

平成28年２月１日に逝去されました故取締役道上和彦氏に対し、在任中の功労に報いるため、当

社所定の基準に従い相当額の範囲内で弔慰金を贈呈する。
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(3）当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための

要件並びに当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果
（賛成の割合）

第１号議案    （注）１ （注）２

三谷　充 453,357 500 0  可決（96.23％）

饗庭　達也 453,363 494 0  可決（96.24％）

阿戸　雅之 453,505 352 0  可決（96.27％）

西野　誠治 453,505 352 0  可決（96.27％）

三谷　忠照 453,445 412 0  可決（96.25％）

森　浩一 453,516 341 0  可決（96.27％）

梶谷　忠博 453,505 352 0  可決（96.27％）

澤　滋 453,467 390 0  可決（96.26％）

中川　景介 453,505 352 0  可決（96.27％）

干場　克英 453,498 359 0  可決（96.26％）

花田　光世 453,263 594 0  可決（96.21％）

徳田　英幸 438,498 15,359 0  可決（93.08％）

長澤　裕子 453,416 441 0  可決（96.25％）

第２号議案    （注）１ （注）２

髙多　倫正 453,359 458 0  可決（96.23％）

第３号議案 453,045 772 0 （注）１
（注）２

可決（96.17％）

第４号議案 452,562 1,255 0 （注）１
（注）２

可決（96.07％）

　（注）１．決議事項が可決されるための要件は次のとおりであります。

第１号議案および第２号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

の出席および出席した当該株主の議決権の過半数の賛成であります。

第３号議案および第４号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であ

ります。

２．賛成の割合の計算方法は次のとおりであります。

本株主総会に出席した株主の議決権の数（本株主総会前日までの事前行使分および当日出席のすべての株主

分）に対する事前行使分および当日出席の株主のうち各議案の賛否に関して賛成が確認できた議決権の数の

割合であります。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本株主総会前日までの事前行使分および当日出席の株主のうち各議案の賛否に関して確認できた議決権の集計

により、各決議事項が可決されるための要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、当日出席の株主の

うち、賛成、反対および棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。
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第四部【組込情報】
　次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

有価証券報告書
事業年度
（第91期）

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

平成28年６月16日
北陸財務局長に提出

四半期報告書
事業年度

（第92期第３四半期）
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

平成29年２月３日
北陸財務局長に提出

　なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する「開示用電子情報処理組織（ＥＤＩＮＥＴ）を使用し

て提出したデータを開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項について」（電子開示手続等ガイド

ライン）Ａ４－１に基づき本届出書の添付書類としております。
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第五部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

第六部【特別情報】

第１【保証会社及び連動子会社の最近の財務諸表又は財務書類】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

 

 平成28年６月16日

三谷産業株式会社  

 

 取締役会　御中   

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 富永　貴雄

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 土肥　真

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 小出　健治

 

＜財務諸表監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる三谷産業株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸

借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、連結財

務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

 

連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するため

に経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定

し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、

当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用さ

れる。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統

制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評

価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、三

谷産業株式会社及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、三谷産業株式会社の平成28年

３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基

準に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施するこ

とを求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手する

ための手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要

性に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結

果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、三谷産業株式会社が平成28年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の

内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務

報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 
　（※）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

 

 平成28年６月16日

三谷産業株式会社  

 

 取締役会　御中   

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 富永　貴雄

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 土肥　真

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 小出　健治

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる三谷産業株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第91期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者

が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ

れに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財

務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施

に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す

る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、三谷産

業株式会社の平成28年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点におい

て適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
　（※）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出

会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成29年２月３日

三谷産業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 富永　貴雄

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 土肥　真

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 安藤　眞弘

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三谷産業株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三谷産業株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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